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宅か痢っなげ縛
第10回「農の生け花」愛甲魂の集い
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平成27年10月3日（土）、4日（日）

東京農業大学「食と農」の博物館
口主催：「農の生け花」愛好者全国の集い実行委員会
口後援：東京農業大学「食と農」の博物館
JA東京中央会、JA八王子、日本農業新聞
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！表第10回「農の生け花」愛好者全国の集い

I

F

日　程　　　平成27年10月3日（土）～4日（日）

場　所　　　東京都世田谷区上用賀2－4－28

東京農業大学「食と農」の博物館

ァーマ　　　「農の心をつなげよう」

主　催　　　「農の生け花」愛好者全国の集い実行委員会

後　援　　　東京農業大学「食と農」の博物館

JA東京中央会、JA八王子、日本農業新聞

東京農業大学「食と農」の博物館のご協力を頂きまして、第10回「農の生

け花」愛好者全国の集いが開催できますことは、私たち愛好者にとりましては、

この上もない喜びであります。

第10回という記念すべき集いを、創始者の故横井友詩枝先生は、私たち以

上に天国で、きっと喜んでいてくださると思います。そして、愛好者たちの作

品作りを後押しして、一味違う素晴らしい農の生け花にしてくださると信じて

います。

今回のテーマは「農の心をつなげよう」としました。会員も高齢化しつつあ

る中でこれからは、若い農業者へ「農の生け花」の素晴らしさを伝える活動も

各地で行う必要があると思います。

北から南から、会員が心を一つにしてこの大会を盛り上げることができるの

も、日本農業新聞、東京農業大学、JA東京中央会、JA八王子他、多くの皆

様方の応援の賜物と深く感謝を申し上げます。ありがとうございました。

平成27年10月3日

第10回全国の集い実行委員会

委　員　長　　浜　中　洋　子
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！表プログラム

ぎ

第1日日10月3日（土）

12時30分・・・受付開始

13時30分・・・開　　会

あいさつ　　実行委員会　　　浜中洋子委員長

来　賓　　　東京農業大学　　高野克己学長

日本農業新聞　　米澤久志常務

13時45分・・・ビデオ鑑賞

創始者・横井友詩枝氏のビデオ入門編鑑賞

14時00分・・・講　演

東京農業大学「食と農」の博物館　上原万里子館長

テーマ「骨の健康を守る食品成分」

14時30分・・・休　憩

15時00分・・・生け方交流

「農の生け花」実演会

展示者による作品紹介

16時20分・・・愛好会の情勢報告　申し合わせなど

17時00分・・・展示場閉館

17時30分・・・懇親会

「食と農」の博物館　カフェ・プチラディッシュ

20時00分・・・終　了

第2日目10月4日（日）

10時00分・

10時05分・

10時15分・

11時50分・

12時　　・

12時40分・

15時00分・

・開　会

・ラジオ体操

・「農の生け花」を鑑賞しながら交流

・閉会式

・昼　食

・片付け

・退　館
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「農の生け花」誕生の由来

「農の生け花」創始者

翠邦会主宰

横井　友詩枝

「農村には野菜や果物やその他いろいろなものが転がっているのではないかい。そ

れらでは生け花にはならないのか」

夫は生前、農家のための土壌学を研究しておりました。その被がある日突然に話し

たたったこれだけの言葉が、今日の「農の生け花」誕生のきっかけとなったのでござ

います。夫は、日ごろから農家の皆様に敬愛の念を深くしておりました。このことか

ら察しまして、その心は、私に「農家の皆様のための生け花を研究してお役に立ちな

さい」ということと思われましたので、早速とりかかりました。

しかし、いざ現実となりますと、私にとりましては全くとりつく鳥もないありさま

で、その勉強は、ただコツコツと農家との交流を重ねる方法以外にはなかったのでご

ざいます。

幸い、昭和49年4月から、日本農業新聞くらし面に、農作物を素材とし民具や農

貝を配した「生け花」の写真を載せて頂くようになりましたくノ今では全国の農村で、

豊の新しい文化として重要視されますとともに、世界に誇る農家ならではの生け花と

して根付いてまいりました。農村の活性化にお役に立つようになりましたことと信じ

ております¢

私どもの暮らしから次第に季節感が失われつつあります。その中で、大自然が与え

る作物の姿に揺する「農の生け花」の創作に取り組まれる農家の皆様が、素直な、そ

して豊かな心、潤いのある昏らしに導かれることを願うものでございます。

（2003年第6回全国の集い資料から）
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！表農の生け花

季節の農作物などを素材に、魚貝・民貝などを器にした独創性ある生け花っ横

井友詩稜さん（1912～2004年）が提唱した。

一般の生け花と違って、地域の風土と、そこに住む人たちの感性に根ざしたも

ので、きわめて独自の様式になっている。

横井さんが重視したのは、生ける人の「農の心」であり、個々の創意工夫を大

切にした。このため、教える先生は絶対不要というかたい信条を持っていた。横

井さんは生けることに「各日がそれぞれ日常生活の中で、無理のない時間を見出

しながら研究すればよいことで、その制作過程の中で、知らず知らずのうちに感

性なるものが磨かれ、豊かな心も羞われていく」（著書「農の生け花」あとがきから）

と説いた。

日本農業新聞では1974年から作品を写真掲載して、全国への普及に取り組

むこ．横井さんの死去（2004年7月）以降は、毎週1回、愛好者の作品を紙面

上で紹介している。

平成27年10月3日　日本農業新聞

鮎蜂
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！表「農の生け花」のあゆみ

1960年一代半ば

71fl一・

74年4月－

77f1

80年12月

82年2月

83年

87解2月

5円ト

88年8月・

89年1円■

2月・

2戸上

7．F卜

9巨軒量0月－

92年10円・

10月・

94年5月‘

10fト

97句ニ7円‘

2000年10月・

03年10月一

04矩7円一

06年10月－

09ぐIlO Fト

12年10月・

・創始者の拭け友詩托きんと太郎別離さんとの会話から「農

打の隼け花＿が磨牛

一　機汁さんが「棄りと花と」家の光協会二紐隊　を拍貌

日本農業新聞くらし面での掲級が始まり、各地に愛好者か

聯える

・摘Il洩隻で愛好会の活動が始まる

・撞けさんが「tそして心」＝小机蘭嵐評論社＝絶版）を増販

‘㌃農の生け花一　に名称変更

二重県で愛好会が発足

二女の段階一全国グループ「愛」から「農のノⅠミけ絃愛好会」が、

東京・秋葉原の日本農業新聞で発足

・岩手県で蟄好意が発見

茨城県で愛好会が発足

・愛冠撞き麗知多農協に愛好会が発足

・械持さんが「象が）肘ナ佗」翠托会　をiH敬

・第1国全国のつといく‾蟄如勘

1日瑚熱投＿長野県グループしなのじから愛好会が発足

・第2回会同のつどい　岩手倶）

l小隊県で愛好会が発足

∴垂県JA・怠東部女作会に愛好会が発足

‥　ビデオ「農の′‡ミけ佗」を駁売

｝　第3回全国び）つどい用I形択）

・第　回全国のつとい　長野県）

‥　第〇回全国のつどい　潔城県）

・t　第6回今岡のつどいも東京瓢〉

1・絨持立番枝さん碓去（92歳）

▲　第7回全円のつどい（山形県）

・第8回全国の騒いr東京都）

ヾ　第9桓l全国の集い（鍛京都）
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